
1. はじめに

2004年 7月 13日に新潟県（新潟・福島豪雨災害）で，

7 月 18 日に福井県（福井豪雨災害）で甚大な豪雨災害

が発生した．また，この年は観測史上最多の 10 個の台

風が上陸し，中でも台風 23 号は全国的に被害をもたら

した．アンケート調査は，新潟・福島豪雨災害，福井豪

雨災害，台風 23 号において大規模な被害を受けた三条

市，福井市，豊岡市の 3市で行った．本稿では，水害時

の住民の降雨認識と避難行動に関して報告する．

尚，アンケート調査実施概要は，別稿「2004 年水害

に対する住民の防災意識と防災行動に関する調査―三条

市・福井市・豊岡市におけるアンケート調査の概要―

（「災害に強い社会システムに関する実証的研究」プロ

ジェクトチーム，2005）」を参照していただきたい．

2. 質問項目

2.1 回答者属性

回答者属性に関して，「性別」，「年齢」，「世帯人数」，

「住居形態」，「住居構造」，「居住年数」，「被災経験」の

項目を設定した．尚，質問項目に関しては，別稿掲載の

アンケート表を参照していただきたい．

2.2 災害発生に関する認識・認知

災害発生に関する認識に関して，「災害当日の降雨状況」

と「堤防の状況」の印象を問う項目を設定した．また，

大雨洪水警報と避難勧告・避難指示の発令それぞれにつ

いて認知を問う項目を設定した．

災害当日の降雨状況については，「昨年の豪雨において，

雨の降り方に危険を感じましたか」という質問項目に対

して，「1.危険を感じた」，「2.危険は感じなかった」の 2

項目を用意して最もあてはまるものに解答を求めた．

堤防の状況については，「お住まいの地区の近くを流
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れる川の堤防が壊れるかもしれないという危険を感じま

したか」という質問項目に対して，「1.危険を感じた」，

「2.危険は感じなかった」の 2 項目を用意して最もあて

はまるものに解答を求めた．

大雨洪水警報と避難勧告・避難指示の発令の認知につ

いては，「お住まいの地区に大雨洪水警報が発令されて

いたのは知っていましたか」，「お住まいの地区に避難勧

告・避難指示が発令されていたのは知っていましたか」

という質問項目に対して，「1.知っていた」，「2.知らな

かった」の 2項目を用意して最もあてはまるものに解答

を求めた．

「1.知っていた」の回答者には，さらに「大雨洪水警

報の発令はどのようにして知りましたか」，「避難勧告・

避難指示の発令はどのようにして知りましたか」という

質問項目を設け，「1.テレビ」，「2.ラジオ」，「3.インター

ネット」，「4.家族から聞いた」，「5.近所の人から聞いた」，

「6.広報車」，「7.消防団」，「8.有線・無線放送」，「9.その

他」の項目を用意し，該当する全ての項目に回答を求め

た．

2.3 避難行動

避難行動に関して，「避難の意思」，「避難の理由」，

「避難時の状況」象を問う項目を設定した．

避難の意思については，「あなたは避難しようとしま

したか」という質問項目に対して，「1 .避難しようと

思った」，「2.避難しようと思わなかった」，「3.避難しよ

うとしたができなかった」の 3項目を用意して最もあて

はまるものに解答を求めた．

「1.避難できた」の回答者には，「避難しようと思っ

た理由」に関して，「1.雨の降り方が今までと違うから」，

「2.大雨洪水警報が発令されたから」，「3.避難勧告・避

難指示が発令されたから」，「4.周りが浸水してきたか

ら」，「5.テレビやラジオで他地域の被害を知ったから」，

「6.家族に避難するように言われたから」，「7.近所の人

に避難しようと言われたから」，「8.消防団などに避難を

勧められたから」，「9.その他」の項目を用意し，該当す

る全ての項目に回答を求めた（図 9 の数字に対応）．さ

らに，「避難しようと思ったときの浸水状況」に関して，

「1.浸水していなかった」，「2.大人の足首ぐらいまで浸

水していた」，「3.大人の膝ぐらいまで浸水していた」，

「4.大人の腰ぐらいまで浸水していた」，「5.大人の胸ぐ

らいまで浸水していた」，「6.大人の胸以上浸水していた」

の項目を用意し，該当する全ての項目に回答を求め，

「避難時の状況」に関して，「1.少し足をとられた」，「2.

マンホールや溝に落ちそうになった」，「3.流されそうに

なった」，「4.人に助けてもらった」，「5.避難をあきらめ

た」，「6.その他」，「7.無事に避難できた」の項目を用意

し，該当する全ての項目に回答を求めた．

また，「2.避難しようと思わなかった」の回答者には，

「避難しようと思わなかった理由」に関して，「1.被害を

もたらす雨だと思わなかったから」，「2.大雨洪水警報の

発令を知らなかったから」，「3.避難勧告・避難指示の発

令を知らなかったから」，「4.自宅の周辺が浸水しなかっ

たから」，「5.自分は大丈夫だと思ったから」，「6.家族や

ご近所から避難しようと言われなかったから」，「7.避難

勧告・避難指示が何を意味するかわからなかったから」，

「8.消防団に避難を勧められなかったから」，「9.避難を

しようとしたがすでに浸水していて逃げられなかったか

ら」，「10.2 階に避難をすればよいと思ったから」，「11.

身体に障害があった，あるいは病気のために逃げられな

かったから」，「12.その他」の項目を用意し，該当する

全ての項目に回答を求めた（図 12の数字に対応）．

3. 結果

3.1 回答者属性

1,259 人（男性 913 人，女性 330 人）より回答があっ

た．市ごとにみると，三条市男性 278 人，女性 98 人，

福井市 287 人，女性 106 人，豊岡市男性 348 人，女性

126 人であった．年齢は 50 ～ 60 歳代が最も多く，各市

では 50 歳以上が 60 ～ 80 ％を占めた．世帯人数は 2 人

が最も多く，ついで 5 人以上が多かった．平均は 3.4 人

であった．住居形態は，各市一戸建て持ち家が 85% 以

上であり，住居構造は木造 2階建てが最も多かった．居

住年数は，3 市とも 1 0 年以上が 8 0 % 以上を占めた．

2004 年の災害以外の被災経験は，三条市で 31%，福井

市で 22%，豊岡市で 44％が「ある」とした．2004年の

災害では，三条市で 5 5 %，福井市で 1 6 %，豊岡市で

50%が被災している（図 1）．

防災科学技術研究所主要災害調査　第 40号　2006年 3月

－ 104－

図 1 回答者の 2004年の水害被災状況

Fig. 1 Flood experiences of the respondents.



3.2 災害発生に関する認識・認知

2 0 0 4 年の災害で「被災した」と回答した三条市の

55%（N=209），福井市の 16%（N=63），豊岡市の 50%

（N=241）を対象とした．

「災害当日の降雨状況」に関しては，三条市の 54%，

福井市の 76%，豊岡市の 69% が「危険を感じた」と回

答した（図 2）．「堤防の状況」に関しては，三条市の

35%，福井市の 62%，豊岡市の 60%が「危険を感じた」

と回答した（図 3）．

大雨洪水警報の発令は，三条市の 35%，福井市の 67%，

豊岡市の 83% が「知っていた」と回答した（図 4）．こ

のときの認知手段は，三条市と福井市ではテレビが最も

多かった．豊岡市では有線・無線放送が多かった（図 5）．

避難勧告・避難指示の発令は，三条市の 19%，福井市の

52%，豊岡市の 82%が「知っていた」と回答した（図 6）．

このときの認知手段は，大雨洪水警報の発令と同様に，

豊岡市で有線・無線放送が多かった（図 7）．

3.3 避難行動

三条市の 20%，福井市の 21%，豊岡市の 31% が「避

難できた」と回答した（図 8）．しかし，三条市の 51%，

福井市の 63%，豊岡市の 50% が「避難しようと思わな

かった」と回答した．「避難しようと思ったができな

かった」と三条市の 2 7 %，福井市の 1 0 %，豊岡市の

16%が回答した．

避難しようと思った理由は，三条市と福井市では「周

りが浸水してきたから」が最も多く，豊岡市では「避難

勧告・避難指示が発令されたから」が最も多く挙げられ

た（図 9）．次いで「雨の降り方が今までと違うから」

という意見が多かった．避難を試みた時の浸水状況は，

「浸水していなかった」，「大人の足首ぐらいまで」，「大
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図 2 災害時の降雨の認識

Fig. 2 Recognition of rainfall at disaster.

図 3 災害時の破堤に関する認識

Fig. 3 Recognition of risk about breached dike at disaster.

図 4 大雨洪水警報発令の認知

Fig. 4 Recognition of warning information about heavy rainfall.



防災科学技術研究所主要災害調査　第 40号　2006年 3月

－ 106－

図 5 大雨洪水警報の認知手段

Fig. 5 Acknowledgment means of warning information about heavy rainfall.

図 6 避難勧告・指示の認知

Fig. 6 Recognition of warning information about evacuation.

図 7 避難勧告・指示の認知手段

Fig. 7 Acknowledgment means of warning information about evacuation.
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図 9 避難を決めた理由

Fig. 9 Reason to have decided evacuation.

図 10 避難を試みた時点の浸水状況

Fig. 10 Flood situation when evacuation is decided.

図 8 災害時の避難行動

Fig. 8 Evacuation action at disaster.

人の膝ぐらいまで」が多かった（図 10）．避難時の状況

としては，無事に避難所まで到着した人が多かったが，

足をとられたり，流されそうになったり，マンホールや

溝に落ちそうになった人が多くみられた（図 11）．

「避難しようと思わなかった」理由は，三条市と豊岡

市で「2 階に避難をすればよいと思ったから」が，福井

市では「自分は大丈夫だと思ったから」が最も多く挙げ

られた（図 12）．「自分は大丈夫だと思ったから」は，

豊岡で 2番目に多い理由であった．三条市と豊岡市で最

も多かった，「2 階に避難をすればよいと思ったから」

は福井市で 2番目に多い理由であった．三条市は「避難

勧告・避難指示の発令を知らなかったから」が 2番目に

挙がった．



4. 考察

3 市共に 50% 以上の回答者が雨の降り方には危険性

を感じているものの，破堤の危険性を感じていた人は三

条市で 35% と低い傾向がみられた．大雨洪水警報の発

令や避難勧告・避難指示の発令の認知も三条市は，他の

2 市と比べて低く，危険性の認知や情報収集に問題が所

在している可能性が示唆される．

豊岡市は，大雨洪水警報，避難勧告・避難指示の取得

が 80% を超えており，避難勧告の発令が住民に伝わら

なかったという災害発生当初の新聞やテレビの報道と食

い違いがみられた．豊岡市では，雨洪水警報の発令や避

難勧告・避難指示の発令の取得手段として，有線・無線

放送が多く挙げられていた．これは，市の防災対策の一

環として防災無線の整備を進めており，2004 年の災害

時には豊岡市全世帯の 85% に設置されていたことに起

因する．設置率が 85 ％と高かったため，防災無線を通

じて情報を取得した人が多かったと考えられる．これら

のことから，有線・無線放送を通じた災害情報の提供は，

有効な手段として考えられる．しかし，豊岡市は人口約

5万人（2005年 1月現在）の都市規模であるため，大規

模都市地域と比べ防災無線の設置率が向上しやすかった

と考えられ，どの地域でも有効な手段とは考えにくい．

大雨洪水警報，避難勧告・避難指示の取得は，有線・

無線放送以外にテレビが最も多く挙げられた．福井豪雨

災害を体験した青木（2004）によると，テレビからの

情報は大雨洪水警報の発令と雨量がテロップで表示され

ていたが，詳細は不明であったと報告している．そのた

め住民は，テレビを通じて情報を取得しても，被害が発

生することを想像しにくく，避難行動につながらなかっ

たことが推測できる．地域の詳細な雨量情報をリアルタ

イムで伝達する手段の例として，広島県が実施している

「防災情報システム」の一環に雨量情報表示板がある．

このような装置を整備していくことも，住民が雨量情報

を簡便に取得する方法の一つであると考えられる．

避難しようと思わなかった理由として，「自分は大丈

夫だと思ったから」，「2 階に避難をすればよいと思った

から」が多く，水害リスクの認知について問題を整理し

ていく必要が課題として考えられる．しかし，Takao, et

al .（2003）が水害リスクの認知と防災行動には関連性

がみられないことを報告していることから，水害リスク

の認知だけではなく，具体的な水害に関する学習が必要

になってくると考えられる．この方法の一つとして，

「災害に強い社会システムに関する実証的研究」プロ

ジェクトチームが開発を進めている，参加型水害リスク
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図 12 避難しようと思わなかった理由

Fig. 12 Reason not having taken evacuation.

図 11 避難時の状況

Fig. 11 Situation when taking evacuation.



コミュニケーション支援システム（Pafrics）の活用が挙

げられる（竹内ほか，2005）．これらのツールを使用し

て，水害発生のメカニズムを理解することにより，自己

の置かれている水害リスクに関する認知を助けると考え

られる．

この他に，「家族やご近所から避難しようと言われな

かったから」，「避難勧告・避難指示が何を意味するかわ

からなかったから」，「消防団に避難を勧められなかった

から」が，3 市併せて 80 名近くおり，避難できなかっ

た理由として，他人の判断が無かったことを挙げている．

また，避難をしようと思った理由として，「家族に避難

するように言われたから」，「近所の人に避難しようと言

われたから」，「消防団などに避難を勧められたから」を

挙げた人が，やはり 3市併せて 100名近くいる．このよ

うに，避難行動を起こすきっかけを他人の判断に頼って

いる人がおり，周辺の状況や行政からの緊急防災情報を

総合的に判断して，早期の自主的な避難行動が実施され

るには課題があることが考えられる．今後，これらの点

を改善していくためには，避難訓練やワークショップな

どの場で，水害リスクに関する理解を深め，水害リスク

を認知するだけではなく，夜間時や休日時など様々な条

件下での水害を想定して，各人が避難行動をシミュレー

ションする機会を取り入れていくことにより，他人の判

断ではなく，自己判断による避難行動へと変化していく

と考える．
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要　旨

災害時の降雨への認識と避難行動に関して，新潟・福島豪雨災害，福井豪雨災害，台風 23号において大規模

な被害を受けた三条市，福井市，豊岡市の 3市でアンケート調査を行った．実際に被害を受けた回答者の中で，

50% 以上は降雨状況から危険性を感じていたが，破堤などの危険性の認知は地域によって違いがみられた．危

険性を感じていながらも，実際に避難行動を取った人は 20 ～ 30% であった．避難しなかった理由は「自分は

大丈夫だと思ったから」，「2 階に避難をすればよいと思ったから」が多く，水害リスクの認知について問題点

がみられた．

キーワード：洪水災害，住民避難行動，三条市，福井市，豊岡市
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